
 
 
 

 

   

   

 
 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の行事で、町内会に入っている伝た。 

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  

令和最初の正月を迎えて 

新年あけましておめでとうございます。さて、話題はひと

月さかのぼります。伝承センターでは、例年クリスマスイル

ミネーションを少しずつ増やしながら実施しています。「日本

のクリスマスは山口から実行委員会」の事業も、年々拡がっ

てきているようですが、私どもも実行員会の一員として、今

回は歴史講座の実施を担当しました。我が国最初のクリスマ

スミサが山口で行われたということについて、講演前に参加

者の意識を調べてみると、①歴史的事実だと考える人が約半

分。②イベントをやっているのだから間違いないのであろう

という方が１／６、③５００年も昔のことだからハッキリと

は分からないと思う人が１／３でした。講演後は①がかなり

増えたのではないかと期待しています。 

本年は、大内文化街道街なみ協議会の事務局として、大殿

界隈を中心とした歴史的副読本の刊行を予定しており、地域

がたどってきた歴史と風景を分かりやすくご紹介できればと

考えております。本年もご支援・ご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

 

              

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 
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ミニ門松作り 

令和２年 
2020 

1 月           

 
 

まなび館クリスマス飾り 

町内会餅つき大会（昨年度の様子） 



大内氏歴代当主と山口⑥ 

大内政弘  

応仁の乱参陣 

伊予国での戦いの陣中で大内教弘

が病死した後、家督を継いだ息子政

弘も引き続き河野氏を支援し、幕府

方の細川軍を撃退、幕府の討伐対象

となります。その後政弘の赦免を画

策した義政側近伊勢
い せ

貞
さだ

親
ちか

らが失脚。 

将軍家や畠山氏・斯波
し ば

氏の家督争

い、幕府内での主導権争いなどに端を

発し、細川勝元率いる東軍と山名宗全率いる西軍

が京都市街で戦争を展開、応仁の乱が始まりまし

た。将軍を擁し幕府軍となった東軍が優勢でした

が、宗全（政弘母の養父）の要請に応じた政弘が、

河野通春軍や瀬戸内海賊衆、

九州勢を含む二千艘
そう

の船、

数万の大軍を率いて上洛す

ると、西軍は攻勢に転じま

した。政弘は東寺から船岡

山、相国寺へと陣を移し、

主力部隊として活躍します。 

市街戦が展開され、祇園

社など多くの寺社が焼失し

ました。激戦となった相国

寺の合戦では陶弘房が討死

しています（菩

提寺・瑠璃光寺）。

西軍は足利義
よし

視
み

を将軍に擁立、

東西２つの幕府、

２人の将軍のも

とで戦乱は長期

化しました。 

 

道頓挙兵と大内家の分裂 

東軍は大内領国を攪乱するため大友氏・少弐氏

らを蜂起させ大内勢は九州から追われ、国元で留

守を支えていた伯父道
どう

頓
とん

（教幸）は、将軍義政か

ら大内氏当主と認められると東軍方

として赤間関で挙兵、大内家の家督を

めぐる抗争が展開しました。筑前国守

護代仁保盛安が従い、道頓の子嘉々丸

（政弘の養子）に守護職が安堵されま

す。京都周辺の大内勢にも動揺が起こ

り、有力親族の大内武治、仁保弘有ら

有力家臣の多くが東軍に転じ、西軍を

悩ませました。 

家臣団筆頭の陶弘
ひろ

護
もり

も一時東軍に加わりますが、

当座の計略だったようで、政弘方に転じて道頓を

攻め、長門国賀
か

年
ね

城（阿東嘉年）を包囲した道頓

軍を破り、防長両国を制圧、道頓は豊前に追われ

ます。弘護とともに政弘の母（妙喜寺殿）もまた、

政弘留守中の領国の危機への対処に大きな役割を

果たしました。乱終結後、弘護が大内館で石見の

吉見信頼に殺害されるという事件がおこります。 

 

乱収束と山口への帰国 

政弘は当代屈指の武家文人といわれました。応

仁の乱での長期在京中、首都京都荒廃の一因とな

る一方で、合間に多くの公家・文化人と交わって

おり、培われた人脈や文化的素養は帰国後、領国

の政治や文化振興に活かされました。貴重な古典

書籍蒐 集
しゅうしゅう

も盛んに行っています。 

戦乱の長期化に伴い厭戦気分が広がるなか、勝

元と瀬戸内海の制海権をめぐって対立する政弘は

和睦に消極的だったようです。朝倉孝景
あさくらたかかげ

の東軍へ

の寝返り、兵粮
ひょうろう

補給路の寸断等により東軍優勢の

もと、両軍大将宗全・勝元は相次いで死去、山名

氏降伏後も畠山義就
よしひろ

と政弘らは抗戦を続けました。 

終戦の鍵を握る政弘に対し、義政は東西両軍の

和平を図らせます。義政正室日野
ひ の

富子
と み こ

の仲介のも

と、領国が気がかりな政弘と義政との講和交渉が

進められました。政弘の手元に留め置かれていた、

幕府遣明船の唐荷引き渡しが政弘赦免の条件だっ

29 

大乱を動かし、 

天下静謐を願う 

1446～1495  

官 位 従四位上 贈従三位 左京大夫 

菩提寺 法泉寺（廃寺） 

墓 所 法泉寺跡付近（上宇野令） 

大内政弘画像（龍福寺蔵） 

相国寺（京都市） 

西軍の陣がおかれた 
西陣（京都市） 



たようで、義政へ納められると、政弘は４カ国守

護職安堵などの厚遇をえて東軍に降伏、周防に帰

国しました。日本史上大きな転換点となった大乱

は、政弘の帰国によって終息を迎えました。 

翌年政弘は九州へ出陣、関係改善を図った石

見・安芸の国人層も従えた軍勢により少弐氏を破

り、留守中に失った豊前・筑前を回復しました。 

父の名誉回復と、自身の家督の正統性を示すた

め、亡父教弘の贈

位運動を展開しま

す。応仁の乱終結

における功績も評

価され、教弘に破

格の従三位が与え

られました。 

大内氏当主の多

くは戦場で命を落

としており、政弘

は例外的に山口で、

病によって亡くな

ります。 

       

雪舟と妙喜寺庭園 

京都から山口へ下向した文化人のひとりとして、

画僧雪舟がいました。大内氏が応仁の乱勃発と同

時期に出した遣明船に乗って、中国へ渡りました。

中国帰りの雪舟は、大内氏の誇る中国画の莫大な

コレクションにも触れ、中国の画家の作風を描き

わける技術を身につけます。 

常栄寺雪舟庭は、かつて政弘の母の菩提寺・妙
みょう

喜
き

寺
じ

があった地で、そこに雪舟がつくった庭園と

伝えられています。 

本堂の前には枯山水、北側には池泉

庭が広がり、奥には地形を生かした豪

快な石組で滝を表現した龍門瀑
りゅうもんばく

があ

ります。石の鋭い斜線によって構成さ

れた枯山水には、雪舟の山水画から受

ける印象に似た躍動感が感じられま

す。 

赤間関の犬の渡し賃 

応仁の乱が勃発し山口・防府間の往来が増加し

たとみられ、政弘は鯖河（佐波川）の渡しの舟賃

などについて壁書で定めています。往来人は一瀬

一文で、当時中洲があったため二文必要でした。

洪水時も料金は変えられず、風雨の時や夜中でも、

舟賃が支払われれば舟を渡さなければなりません

でした。乱終結後、赤間関（下関）の渡し賃につ

いての壁書では、人は下関から小倉まで三文、馬

や輿
こし

は十五文、佐波川の規定にはなかった条項と

して「いぬ一ひき 十文」とあります。 
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父教弘、興居島で病死 

応仁の乱勃発 上洛し⻄軍として参戦 

雪舟、大内船で中国へ 

石城神社（光市）本殿造営と伝わる 

伯父道頓、赤間関で挙兵 

陶弘護、賀年城で道頓軍を破る 

山名宗全・細川勝元死去 

応仁の乱終息 京都から帰国 

豊前・筑前を平定 

三条公敦、山口下向 

宗祇、山口下向 

教弘に従三位が贈られる 

興隆寺が勅願寺となる 

雪舟、⼭⽔⻑巻制作 

銀閣造営 

足利義政死去、義材が将軍となる 

猪苗代兼載、山口下向 

明応の政変 

山口で病死（50 歳） 新撰菟玖波集完成 

雪舟のアトリエ跡・雲谷庵 
（天花・山口観光コンベンション

協会所蔵） 

常栄寺雪舟庭（宮野下・山口 
観光コンベンション協会所蔵） 

菩提寺法泉寺のシンパク（滝町） 

大内政弘の墓（上宇野令） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 
 

  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

１月～スケジュール                    

申込受付は１月 20 日（月）まで       

いい夫婦の日 大内人形まつり開催         

11 月 22 日は「いい夫婦の日」。大内人形に

伝わる夫婦円満のストーリーにちなみ、みやび

館で大内塗作家作品が一堂に集まる「大内人形

まつり」（主催 大内塗漆器振興協同組合）が

11 月 22～24 日に催され、大勢のご夫婦、お

客様にお越しいただきました。 

新商品マトリョーシカ・山口椀の展示・販

売、大内塗箸の製作体験、大内人形をかたどっ

た最中「大内もなたん」（山口風月堂）の販売

もありました。 

大切なひとへの感謝の 

気持ちを贈る機会として、 

また「大内塗」の多彩な 

取り組みにふれていただ 

ける場となりました。 

そば打ち体験 

打ったそば 3 人前をお持ち帰り 

日 時：毎月最終週、1 月は 

26 日（日）13:30～16:00  

定 員：14 名（抽選にて選定） 

体験料：1,000 円（材料費含む） 

体験講座等のご案内          

２年度貸館の申込受付について           

令和２年 4 月からの新年度センター貸館ご利用

お申込みについては、１月６日（月）９時から受
付開始予定です。 

山東省より視察団が来館されました          

山口県と友好協定を締結して 37 周年を迎える
中国・山東省から昨年に引き続き、視察団計約
180 名が、11 月 3 回に 

わたって山口県を訪問し、 

伝承センターにも来館。 
大内塗の工房、各館を見学 
され、文化交流の機会とな 
りました。 

「やまぐち歴史物語」掲載開始          

伝承センター通信で 29 年度に掲載した「解説

付 古地図で辿るふるさと山口」シリーズ、そし

て現在掲載中の「大内氏歴代当主と山口」を、セ

ンターホームページにも掲載を開始しました。

「やまぐち歴史物語」のバナーからご覧いただけ

ますのでご利用ください。 


